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以ドの文章は、「H本経済新聞J (2021年3月14 fl)に掲載された記ボの ・部ですe この記事を読み、

200字以内で要約してください。

また、「弱さ」「不完令さ」を備えたロポットを開発する意義について、あなたはどのように考えますか、

600字以内で論述してください。

※ 余白・裏面はド書きとして使用してもかまいません。

頼りないロポットが人気だ。 開発者は 「弱いロポット」と呼ぶ。 人工知能 (A I) 全盛の時代に何が起

きたのか。 弱さが強みとなる背景を探った。

直径20センチ強の柔らかい布のポー ルが床に転がっている。 品や尻尾が付いている。 つぶらな瞳て

こちらを見て、 「モコ ー 」と独特の言葉て語りかけてきた。 豊橋技術科学大学の岡田美智男教授とパナソ

ニックが共同開発したロポット 「ニコポ」だ。

掃除や料理はしない。 カメラやセンサーで人の顔や抱かれた感触に反応し、 「あのね……」と話しかけ

てくるだけだ。 バナソニックの増田陽一郎・ニコポプロジェクトリ ー ダー は 「 不完全なロボットと暮らす

と、 人間の優しさが出かと話す。

このロポットは機械仕掛けなのに、 手を差し伸ぺたいと思わせる。 かつて人気だったペット型ロボッ

トはイヌに似せて感情移入させた。新しいロポットはなんの変哲もない形。 特徴は弱さだ。

同社がロポットの実用化のためにクラウドファンディングて募った1000万円はl口3万5800

~3万q 80 0円にもかかわらず7時間弱て
＊
集まった。 2022年3月から、 支援者の元へ完成品を届

ける。 一般販売も検討中だ。

なぜ、 こんなロボットが売れるのか。高齢化や都市化て一人暮らしの人が増え、新型コロナウイルス感

染症の流行て職場や友人関係から孤立する人もいる。 しかし 「癒やしや、 寂しさを紛らすためJだけては

説明しきれない。

開発意図にヒントが隠れていた。岡田教授はかねて人の手助けが必要な「弱いロボット」の開発を手掛

けてきた。 自力てゴミを拾えないゴミ箱型の掃除ロポットや、 ティッシュ配りの仕事て通行人におずお

ずと差し出すロポットなど、 約30種類を作ってきた。

ハナソニックと”甑技術科半人半／凡閏発し
たロボット

―

ニコポ1 ・さナ／：：． 9”"t

動作実験をすると、 人々は自らゴミを拾い上げたり、 近寄っ

てティッシュを受け取ったりした。 超人的な力て人々を救う

「強いロポット」の姿はそこにはない。

岡田教授はある境地に達した。 「ロボットが優秀なほど、 人

間 は要求をエスカレ ートさせて傲慢になる。弱いロポットを相

手にすれば、他者への関心やいたわリの気持ちを持てるように

なる」

今、 弱いロポットが人気なのは、 目新しさというよりは｀人々

の心境の変化が大きいとみられる。他者に寛容か、 利他的にな

リたい人が増えた可能性がある。
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